
議会だより（第４回定例会）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

平成１８年度決算の公表について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３

二十歳の誓い‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４

まちの話題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５

健康・福祉ガイド‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６～７

お知らせ・募集‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８～９

ふれあいネット‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10～13

消防だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥14

町民カレンダー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15

平成２０年紀美野町消防訓練初め式行われる‥‥‥‥‥16

　1月13日（日）、中央公民館で新成人119名が出

席して、平成20年紀美野町成人式が行われました。

【写真：紀美野町民歌を斉唱する新成人の皆さん】

　　　　　　　　　　　　　 （16面に関連記事）
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昨
年
12
月
の
議
会
に
お
い
て
、
紀
美
野
町

役
場
支
所
及
び
出
張
所
設
置
条
例
の
一
部
改

正
が
可
決
さ
れ
、
本
年
４
月
１
日
よ
り
神
野

支
所
が
美
里
支
所
に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
11
月
６
日
に
紀
美
野
町
区

長
会（
根
来 

平 

会
長
）よ
り
、
神
野
支
所
を

美
里
支
所
に
名
称
変
更
し
て
ほ
し
い
と
の
陳

情
が
旧
美
里
町
の
町
民
の
皆
さ
ん
２
７
０
０

名
の
署
名
と
と
も
に
、
町
長
と
町
議
会
議
長

あ
て
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
12
月
の
議
会

に
お
い
て
陳
情
が
採
択
さ
れ
、
条
例
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

非
行
少
年
や
受
刑
者
ら
の
更
生
を
支
援
し

よ
う
と
、
今
年
度
も
紀
美
野
町
更
生
保
護
女

性
会
員
70
名
が
、
自
分
た
ち
で
持
ち
寄
っ
た

タ
オ
ル
・
石
鹸
・
洗
剤
等
、
県
更
生
保
護
女

性
連
盟
を
通
じ
て
県
内
各
更
生
施
設
へ
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
施
設
収
容
者
や
入
所
者
へ

の
支
援
活
動
を
す
る
た
め
に
25
年
間
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
誤
っ
て
非
行
に
陥
っ
た
人
た

ち
の
心
を
「
女
性
の
や
さ
し
さ
・
母
親
の
ぬ

く
も
り
」
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
１
日
も
早

く
更
生
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
会
員
が
今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を

続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で
も
明
る
い
町

づ
く
り
に
役
立
て
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

4
月
1
日
よ
り

紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会

（
会
長　

新
谷
垣
内　

悦
子
）集められた物資を施設ごとに仕分けする会員たち

平成19年度　補正予算 （△は減額　単位：千円）

一般会計補正予算の主な内訳 （単位：千円）

会　計　区　分 補正額
補正後の歳入
歳 出 予 算 額

一　　　般　　　会　　　計

企　　　業　　　会　　　計

52,491 7,685,697

国民健康保険事業特別会計 2,575 1,598,001

上水道事業会計（収益的収支）公営企業 0 129,736

国民健康保険診療所事業特別会計 0 126,347

老人保健事業特別会計 932 2,211,489

介護保険事業特別会計 154,684 1,359,576

のかみふれあい公園運営事業特別会計 0 72,125

農業集落排水事業特別会計 △158 26,041

野上簡易水道事業特別会計 131 214,325

美里簡易水道事業特別会計 4,197 496,199

・建設残土処理場整備事業 16,000

特　
　

別　
　

会　
　

計

　

平
成
19
年
第
４
回
紀
美
野
町
議
会
定
例
会

は
、
12
月
３
日
に
招
集
さ
れ
、
12
日
ま
で
の

10
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
、
平
成
19
年
度
各
会
計
補
正

予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
改
正
、
工
事
請
負
契

約
の
締
結
な
ど
案
件
20
件
が
上
程
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査

さ
れ
て
い
ま
し
た
一
般
会
計
な
ど
11
件
の
平

成
18
年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て
も
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

議 
 

案

条
例
の
改
正

□
紀
美
野
町
建
設
残
土
処
理
場
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
立
学
童
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
営
住
宅
条
例
及
び
紀
美
野
町
特

定
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
役
場
支
所
及
び
出
張
所
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

町
道
の
認
定

□
紀
美
野
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
（
毛

原
線
）

□
紀
美
野
町
道
路
線
変
更
の
認
定
に
つ
い
て

（
紀
州
サ
ン
・
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

□
町
道
大
角
線
道
路
災
害
復
旧
工
事

　

契
約
金
額
（
１
億
９
２
０
万
円
）

工
事
請
負
契
約
の
変
更

□
町
道
谷
線
改
良
工
事

　

契
約
金
額（
１
億
２ 

４
６
２
万
６
千
６
百
円
）

□
美
里
統
合
簡
易
水
道
事
業
実
施
工
事

　

契
約
金
額（
２
億
６ 

８
１
２
万
８
千
円
）

※
平
成
19
年
度
各
会
計
補
正
予
算
は
、
上
の

表
の
と
お
り
で
す
。

※
平
成
18
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て
は
、
３
頁
の
と
お
り
で
す
。

,
,
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平成18年度決算の公表

会　計　区　分 歳　　入 歳　　出 差　　引

一　般　会　計 71億1,271 68億246 3億1,025

国民健康保険事業 15億2,093 14億5,188 6,905

国民健康保険直営診療所事業 1億1,536 9,673 1,863

野上簡易水道事業 9,810 7,243 2,567

美里簡易水道事業 5億6,337 5億6,262 75

老人保健事業 20億2,955 20億4,319 △1,364

農業集落排水事業 2,539 2,472 67

介護保険事業 11億8,702 11億8,560 142

のかみふれあい公園運営事業 8,099 4,761 3,338

へき地診療所運営事業 1,567 1,411 156

上水道事業会計（収益的収支） 1億2,708 1億1,725 983

現年課税分 滞納繰越分 合　　計

町　民　税 3億1,213 252 3億1,465

固定資産税 4億7,727 2,354 5億81

軽自動車税 2,810 46 2,856

町たばこ税 4,426 － 4,426

合　　　計 8億6,176 2,652 8億8,828

平成17年度末

現在高

平成18年度

発行額

平成18年度償還額 平成18年度末

現在高元金 利子 計

136億9,449 7億750 14億5,247 2億6,660 17億1,906 129億4,952

特　

別　

会　

計

企業
会計

（単位：万円）

（単位：万円） （単位：万円）町税の内訳 地方債残高の状況

※普通会計ベースによる算定

歳　入

合計

71億1,271万円

歳　出

合計

68億246万円

地方交付税
37億8,955万円
（53.3％）

公債費
17億1,183万円
（25.1％）

総務費
8億5,657万円
（12.6％）

民生費
12億3,193万円
（18.1％）衛生費

6億6,759万円
（9.8％）

土木費
6億385万円
（8.9％）

教育費
5億2,855万円
（7.8％）

農林水産業費
4億4,565万円
（6.5％）

消防費
3億3,173万円
（4.9％）

町債
7億750万円
（9.9％）

国庫支出金
2億7,270万円（3.8％）

県支出金
3億9,114万円
（5.5％）

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
4億32万円
（5.6％）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入・寄付金
繰入金・繰越金
諸収入
6億6,322万円
（9.4％）

町税
8億8,828万円
（12.5％）

諸支出費
2億3,618万円
（3.5％）

議会費
1億2,305万円
（1.8％）

災害復旧費
3,925万円
（0.6％） 商工費

2,624万円
（0.4％）

（　）内は構成比

　平成18年度決算は、紀美野町が誕生してから、1年を通じた初の決算となりました。

　一般会計決算は、歳入総額71億1,271万円、歳出総額68億246万円で差引残高3億1,025万円となり、その

うち翌年度へ繰越すべき財源の3,111万円を差し引いて、実質収支が2億7,914万円の黒字となりました。

　合併後のため、町の将来像を構築する「第1次紀美野町長期総合計画」、町民の生命と財産を保護していく

ための「紀美野町地域防災計画」、「紀美野町国民保護計画」、行財政改革を進めるための「集中改革プラ

ン」等といった新町を形成していく上で、土台となる計画が策定された年となりました。

　国の施策である三位一体の改革の影響により、町財政

は、極めて厳しい状況が続いています。しかし、限られた

財源の中で、今後も行政効率の向上を目指し、効果ある

サービスを提供していきます。

町民1人当り
使われたお金
580,663円

町民1人当り
納めたお金
75,824円

人口11,715人
（平成19年3月31日現在）

1世帯当り
使われたお金
1,455,073円

1世帯当り
納めたお金
190,006円

世帯数4,675戸

依

存

財

源

自
主

財

源



　

こ
の
度
は
、
盛
大
な
成
人
式
を

開
い
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
の
二
十
年
間
に
多

く
の
体
験
を
し
、
多
く
の
こ
と
を

学
び
、
多
く
の
愛
に
支
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
ま
だ
大
人
と
は
言
え

な
い
よ
う
な
私
で
す
が
、
今
ま
で

注
い
で
も
ら
っ
た
愛
を
周
り
の

方
々
に
注
げ
る
よ
う
な
大
人
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
多
く
の
試
練
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
自
身

で
決
め
た
道
を
胸
を
張
っ
て
進
ん

で
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
多
く
の
方
々
に
成

人
式
を
祝
っ
て
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
和
歌
山
県
東
京
学

生
寮
に
在
寮
し
、
大
学
で
工
学
の

勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
寮
で
は
高

い
志
を
持
っ
た
寮
生
達
と
一
緒
に

生
活
し
て
お
り
、
学
ぶ
こ
と
が
多

い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

成
人
式
を
迎
え
た
と
は
い
え
、

ま
だ
自
立
し
た
大
人
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
向
上
心
の
あ
る
本
当
の
自

立
し
た
大
人
に
な
る
た
め
、
多
く

の
人
か
ら
刺
激
を
受
け
て
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
間
を
め
ざ
し
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
成
人
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
多
く
の
方
々
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今
、
成
人
と
し
て
大
人
の
仲
間
入

り
し
た
こ
と
を
強
く
感
じ
、
社
会

の
一
員
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
を

と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
大
学
の
体
育
学
部

に
学
び
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人

間
と
し
て
の
成
長
を
追
及
し
、
個

人
の
技
術
の
進
歩
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
チ
ー
ム
の
中
で
自
分
の
存

在
は
ど
う
あ
れ
ば
い
い
の
か
を
特

に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
成
人
式

を
機
に
更
に
自
己
を
高
め
、
将
来

の
人
生
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
の
二
十
年
間
で
、
両
親
の
深

い
愛
情
、
ま
た
、
か
け
が
え
の
な

い
友
達
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
友
達
と

お
互
い
を
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、

笑
顔
で
夢
に
向
か
っ
て
行
き
た
い

で
す
。

　

今
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
、た

く
さ
ん
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、社
会
の
一
員
と
し
て

今
以
上
に
自
分
の
行
動
に
責
任
を

持
っ
て
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
に
成
人
を

祝
っ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　成人を迎えられた皆さん、おめでとうご

ざいます。皆さんが無事成人式を迎えられ

たのは、ご両親をはじめ、地域の皆さんな

ど多くの方々の支えによって成長された証

です。どうかこのことを忘れず、人生の目

標に向かって歩んでいってください。

　ここでは4名の新成人の方に、“成人を迎

えて”の感想を聞かせていただきました。

上中麻未さん
（毛原宮）

西浦伸宜さん
（野中）

木下量介さん
（下佐々）

辻本小百合さん
（動木）
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昨
年
12
月
23
日
（
祝
）
、
小
川
小

学
校
で
今
回
が
最
後
と
な
る
「
す

す
き
ま
つ
り
F
I
N
A
L
」（
生
石

す
す
き
の
会
主
催
）
が
開
か
れ
、
小

川
地
区
の
方
々
な
ど
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
12
回
を
数
え

る
“
す
す
き
ま
つ
り
”
は
、
同
会

が
平
成
8
年
に
子
ど
も
た
ち
や
地

域
の
方
々
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
同
小

学
校
の
校
庭
に
そ
び
え
る
メ
タ
セ

コ
イ
ヤ
の
木
に
飾
り
付
け
を
行
っ

た
の
が
始
ま
り
で
す
。
し
か
し
、
木

の
高
さ
が
30
m
を
超
え
る
よ
う
に

な
り
、
会
員
だ
け
で
は
飾
り
付
け

の
作
業
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、

今
回
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
5
時
30
分
、
来
場
者
の
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
、
メ
タ
セ
コ
イ

ヤ
の
木
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
電
飾

が
一
斉
に
灯
さ
れ
る
と
、
大
き
な

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
会
場
内
に
は
会
員
手
作
り
の

屋
台
が
多
数
並
ん
だ
ほ
か
、
景
品

つ
き
も
ち
ま
き
や
演
奏
会
も
行
わ

れ
、
皆
さ
ん
最
後
の
“
す
す
き
ま

つ
り
”
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

生
石
す
す
き
の
会
の
波
多
野
貞

夫
会
長
は
、
「
地
域
の
皆
様
に

は
、
12
年
間
ご
支
援
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
祭
り

が
終
わ
る
の
は
寂
し
い
で
す
が
、

今
後
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
の

「
す
す
き
ま
つ
り
」を

楽
し
む
!!

小
川
小
学
校
で

　

12
月
19
日
、
美
里
中
学
校
で
小

川
副
町
長
を
講
師
に
招
い
て
、

「
紀
美
野
町
の
新
町
ま
ち
づ
く

り
」
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
同
校
3
年
生
（
23
名
）
が

社
会
科
の
授
業
で
「
紀
美
野
町
の

財
政
」
に
つ
い
て
学
ぶ
な
か
、
い

ろ
ん
な
方
向
か
ら
考
え
た
町
の
将

来
に
つ
い
て
、
役
場
の
人
に
聞
い

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
今
後
の

自
分
達
の
住
む
町
が
ど
の
よ
う
な

方
向
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
知

り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
今
回

の
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
は
、
ま
ず
生
徒
の
皆
さ
ん

が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
町
政
に
つ
い

て
の
考
え
や
質
問
を
述
べ
た
あ

と
、
小
川
副
町
長
が
答
え
る
と
い

う
形
で
行
わ
れ
、
内
容
も
道
路
整

備
を
は
じ
め
、
雇
用
場
所
の
確
保

や
公
共
施
設
の
充
実
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
町
債
に
つ
い

て
な
ど
町
政
全
般
に
わ
た
る
も
の

で
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
上
中
理
緒
さ
ん

は
「
役
場
で
は
町
民
に
と
っ
て
必

要
な
こ
と
を
一
番
に
考
え
て
く
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。
こ
ん
な
機
会
を
つ

く
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
が

「
町
の
将
来
」
を
考
え
る
!!

授業風景（教壇に立つ小川副町長と生徒の皆さん）

最後のすすきまつりを楽しむ人たち

　

12
月
15
日
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、「
紀
美
野
町
を
日
本
一
良

い
郷
に
す
る
会
（
K
N
Y
推
進
協

議
会
）
」（
大
野
昌
哉
会
長　

会
員

18
人
）
主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
同
会
は
、
紀
美

野
町
が
活
気
の
あ
る
、
若
者
が
住

み
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
に
し
よ
う
と
、
昨
年
春
に

発
足
し
、
今
回
初
め
て
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
約

1
8
0
人
は
、
会
場
に
設
置
さ
れ

た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
つ

け
を
し
た
り
、
ケ
ー
キ
づ
く
り
や

紀
美
野
町
に
ち
な
ん
だ
○
×
ク
イ

ズ
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
で
大
変
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

K
N
Y
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
　
　
　

開
か
れ
る
!!

○×クイズで盛り上がる子どもたち

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

　

約
2
3
0
人
が
参
加
し
て

2008・2

小
川
副
町
長
が
美
里
中
学
校
で

「
紀
美
野
町
の
新
町
ま
ち
づ
く
り
」授
業

ま
ち
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健康・福祉
ガイド
健康・福祉
ガイド

健康・福祉
ガイド

○第一保育所　２月　５日（火）・１９日（火）　℡４８９－２１４４
○第二保育所　２月　４日（月）・１８日（月）　℡４８９－４９５３
○小川保育所　２月　１日（金）・１５日（金）　℡４８９－２４０５
○神野保育所　２月　６日（水）・２０日（水）　℡４９５－２０４９
○毛原保育所　２月１３日（水）・２７日（水）　℡４９９－０１３１

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

２月12日（火）　9：00～11：00
２月26日（火）　9：00～11：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 ２月12日（火）　9：00～11：00
２月26日（火）　9：00～11：00

検 便
２月12日（火）　9：00～11：00
２月26日（火）　9：00～11：00

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　9：00～17：00

こころの健康相談

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。
※２/７はアルコール依存を中心に相談実施

２月７日（木）　14：00～
２月13日（水）　9：00～
２月21日（木）　13：30～
※　予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

２月12日（火）　10：00～11：00
２月26日（火）　10：00～11：00
※　予約制です。

エ イ ズ 即 日 検 査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。

２月26日（火）　17：00～19：00
※　予約制です。

○コアラ　　　　２月１３日（水）９：３０～１１：３０　子育て支援センター（わらべうた）
○カンガルー　　２月２０日（水）９：３０～１１：００　総合福祉センター
なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

毎 週 月 曜 日／午前9時～11時30分
　　　　　　　　　　午後2時～4時30分
第1・3・5週の木曜日／午前9時～11時30分

毎月　第2・4週の木曜日／午前9時30分～11時30分

鎌滝636（℡495－3127）

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

健康相談のお知らせ

献血にご協力お願いします フッ素塗布・歯科健診のお知らせ

2008・2



7 2008・2

今日からはじまるメタボリックシンドローム予防

メタボリックシンドローム危険度チェック

肥　満
□腹囲が男性85cm/女性90cm以上である
□20歳の時の体重から10kg以上増えている 1つでも当てはまる人は減量を！

食習慣

□早食い、大食い、ながら食いが多い　
□夜食や間食が多い
□朝食を抜くことが多い
□ほぼ毎日アルコール飲料を飲む

その他の
生活習慣

□たばこを吸っている　
□１年以上健診を受けていない

肥満に該当項目が1つでもある
または全体で該当項目が8個以上

運動習慣

□１年以上継続している運動習慣がない
□１日の歩行（またはそれと同等の身体活動）
　時間は1時間未満だ
□同世代の同性と比べて歩く速度は遅い方だ　
□近場でもすぐ乗り物にのってしまう

腹囲1cm減らすには体重約1kg減が目安です。体
重1kgを減らすには約7,000kcalのエネルギー減
が必要なので、1か月で1kg減らすためには1日当
たり約230 kcal分エネルギーを減らせばいいこ
とになります。

2つ以上当てはまる人は食習慣の改善を！

「栄養バランス」と「適量」が食習慣改善の
キーワード。揚げ物を避けて意識して野菜をと
る、お菓子や清涼飲料水などの間食を控える、
食欲を抑えるために1口30回以上噛んで食べる
など、自分で実践できそうな方法を工夫してみ
ましょう。また厚生労働省と農林水産省では、
バランス良く食事をとる目安として「食事バラ
ンスガイド」を公表しています。（http://www. 
mhlw.go.jp/bunya/kenkou/eiyou-syokuji.htmlな
ど）。ぜひ参考にしてみてください。

○あなたはレッドカード！！
メタボリックシンドロームか予備群に
なる可能性が高い状態です。今すぐ生
活習慣の改善を！

2つ以上当てはまる人は運動習慣の改善を！

■ウオーキング　有酸素運動で脂肪を燃焼

ウオーキングなどの有酸素運動と筋力トレーニ
ングを組み合わせると、効果的に内臓脂肪を消費
できます。

●1日1万歩、そのうち運動として1週間で60分のウ
オーキングが理想。まず、今の歩数に1000歩プラ
スすることからはじめましょう。10分歩くと約
1000歩です。

■筋力トレーニング　代謝アップで脂肪を燃焼

●自宅で行うトレーニングとしては、腹筋、腕立て
伏せ、スクワットなどがおすすめです。10回1セッ
トからはじめて、慣れたらセット数を増やしてい
きましょう。

全体で該当項目が4～7個
○あなたはイエローカード！

このままだとメタボリックシンドロー
ムになる恐れがあります。生活習慣改
善をはじめましょう

全体で該当項目が3個以下
○今のところ安心です。

チェックの入った項目を改善して、健
康を守る生活習慣を維持しましょう

　今回、介護予防の目的で布ぞうり作りの講座を開催し
ます。布ぞうりの作り方を学び町内に広めていただく
ために、年齢制限はありません。

■日　時　平成20年3月4日（火）・11日（火）・18日（火）
　　　　　午後１時30分～３時
■場　所　紀美野町総合福祉センター 2階 会議室
　　　　　（紀美野町下佐々１４０８-４）
■内　容　布ぞうり作り。介護予防の話し。
■受講料　無　料　　■定　員　20名
■申込み締め切り　２月15日（金）
※ただし、申込み多数の場合は抽選により決めさせていただきます。

■申し込み先　保健福祉課　電話 489-9960
　　　　　　　　　　　　　FAX 489-6655

障がい者巡回相談のお知らせ障がい者巡回相談のお知らせ

対　象　者

精神障がいの方・
家族の方

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

月　　日

2月５日（火）

2月20日（水）

場　所・時　間

総合福祉センター
9時30分～正午
神野支所
13時30分～16時

総合福祉センター
9時30分～正午
神野支所
13時30分～16時

予　　約　　先

野上厚生病院内
相談支援事業者
電話489-2908

療育センターAOI
電話　483-0454

あおい

指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。障
がいのある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相談に応
じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行いま
す。巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡して
ください。なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下
記事業所までご連絡ください。



　

人
口
の
高
齢
化
や
生
活
習
慣
病

な
ど
慢
性
的
な
病
気
の
増
加
に
よ

り
、
高
齢
者
の
医
療
費
が
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
医
療
費

の
上
昇
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
１
）
毎
日
の
健
康
管
理
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

（
２
）重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま

し
ょ
う
。

（
４
）
定
期
的
な
健
康
診
断
で
、
病

気
の
早
期
発
見
・
治
療
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

《
適
正
な
診
療
を
！
》

「ねんきん特別便」を送付しています

法的トラブルでお困りの方はお気軽にお問い合せください。
１　情報提供
�　　　　　 法制度や各種相談窓口を無料で紹介
２　民事法律扶助
�　　　　　 経済的にお困りの方への
�　　　　　　　 ①無料法律相談
�　　　　　　　 ②裁判費用の立替え
３　犯罪被害者支援
�
�　　◆法テラス和歌山
�　　　（日本司法支援センター和歌山地方事務所）
�　　　　　和歌山市十番丁１５　市川ビル２階
�　　　　　電話　０５０－３３８３－５４５７
�　　　　　窓口開設時間　平日9:00～17:00
�       コールセンター　０５７０－０７８３７４�

平成20年度・21年度
海南海草老人福祉施設事務組合物品
役務提供受注資格者の登録について

　海南海草老人福祉施設事務組合と物品及び役務提
供（物品リース・設備管理委託業務等）の取引を希望
する場合、受注資格登録が必要です。平成20年度・21
年度に登録を希望される方は、次の事項に留意のう
え期限までに必要書類を提出してください。
　なお、平成19年度を初年度分として登録した管外
業者につきましては、今回登録する必要はありませ
ん。但し、管内業者につきましては、単年度更新と
なっていますので登録手続きを必ず行ってくださ
い。

（１）受注資格の有効期間
平成20年4月1日から平成21年3月31日まで
（管内業者）
平成20年4月1日から平成22年3月31日まで
（管外業者）

（２）申請書の交付期間
　　　平成20年2月末日まで　

（３）提出期間
　　　平成20年2月1日～平成20年2月29日まで

※申請書は組合事務局の窓口のほかホームページか
らのダウンロードによる方法で交付します。

－お問い合わせ・受付先－
所在地：〒640-1121海草郡紀美野町下佐々1408番地7
　　　　海南海草老人福祉施設事務組合
　　　　事務局　TEL：073-489-3631
　　　　　　　　URL  http://www.yasuragien.com/

　社会保険庁では、基礎年金番号に未統合の約五千万件の記録について
名寄せを行った後、年金加入期間と加入履歴が記載された「ねんきん特別
便」を送付しています。
　まずは、記録が年金に結びつく可能性のある方の分を優先して送付し
ています。送付時期は、お一人お一人異なります。

　「ねんきん特別便」が届いたら、まずはご自身の記録を確認してください。
　そして、加入記録に誤りがない方は、同封の「返信用はがき」で回答して
ください。
　記録にもれや誤りがある場合は、（ア）年金を受けている方と、（イ）それ
以外の方とで、回答方法が異なります。

（ア）年金を受けている方は、お近くの社会保険事務所で手続きをお願い
します。来訪が困難な場合は、「ねんきん特別便専用ダイヤル」にお問
合わせいただきましたら、返信用封筒を送付いたします。

（イ）それ以外の方は、同封の「返信用封筒」で回答してください。
　　ご不明な点がございましたら、まずは、「ねんきん

特別便専用ダイヤル」にお問合せください。一般
固定電話の場合、全国どこからでも市内通話料金
でご利用いただけます。

　　「0570－058－555」
　　＊携帯電話からもつながります。
　　IP電話・PHSからは「03－6700－1144」
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送　付　対　象

名寄せの結果、記録が結びつくと
思われる方へのお知らせ

①すでに年金を受けている方

＊ ご夫婦、ご家族でも、送付時期は異なります。

その他の
方 へ の
お知らせ ②今後年金を受け取る方

　現役加入者の方

送　付　時　期

平成19年12月～
　　　平成20年3月

平成20年4月～
　　　平成20年5月

平成20年6月～
　　　平成20年10月

町臨時職員の募集について
役場では次のとおり臨時職員を募集します。

●紀美野町立学校校務員
�　募集人員　1名
�　募集条件　・55歳までの健康で明るい、早朝の勤務が可能な方
�　　　　　　・高等学校卒業程度以上の学力を有する人
�　職務 内　学校の校務全般
�　賃　　金　時給　700円（1日の勤務は5時間）
�●スクールバス運転手
�　募集人員　1名
�　募集条件　・大型自動車第一種免許取得者で運転経験が
　　　　　　　あり、健康で温厚な方
�　　　　　　・63歳未満の方
�　　　　　　・運転区域　志賀野小学校地域←→野上小学校
�　　　　　　・その他　　学校行事等
�　賃　　金　・契約書に基づく金額　月額10万円
�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
�　期　　間　平成20年4月1日～平成21年3月31日（更新可）
　応募締め切り　平成20年2月29日（金）午後5時必着
　　　　　　（履歴書を紀美野町教育委員会総務学事課ま
　　　　　　　で持参または郵送してください。）
�　採用は面談の上決定します。
�　お問い合わせ　　紀美野町教育委員会総務学事課
�　　　　　　　　　　　　　　　TEL　４８９－５９１０
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　2月29日納期限の町税等は下記のとおりです。

　お忘れのないよう納めてください。

・固定資産税第4期分

　納税には便利で安全、確実な口座振替をご利用ください。

 
　平成20年1月1日までに取りこわした家屋で、まだ取

りこわし申請書を提出されていない方は、早急に税務課

までお届けください。

 
　平成20年1月1日までに土地地目の現況を変更された

方で平成19年中に地目変更登記等をされていない方は

税務課までご連絡ください。

 
　次の場合は必ず届出をして下さい。

◆車はすでにないが、廃車届を出していない。

◆車は他人に譲ったが、名義変更をしていない。

◆所有者が町外へ転出したが、車の住所変更の届出をし

ていない。

届出先

①原動機付自転車（総排気量125cc以下）及び

　小型特殊自動車

　　　紀美野町役場（本庁）税務課　TEL　489－5905

　　　神野支所総務・税務室　　　TEL　495－3465

　②総排気量125ccを超える2輪車

　　　陸運事務所　TEL　050－5540－2065

　③軽3輪・軽4輪

　　　和歌山県軽自動車検査協会　TEL　433－2140

※尚3月31日までに手続きを済まされない場合、平成20

年度も現状のまま課税されます。

 
　身体障害者手帳、療育手帳をお持ちの方が本人名義の

軽自動車、原動機付自転車を使用する場合や自分が運転

出来ない場合でも名義が本人で通院等の為にその家族の

方が使用する軽自動車について障害の程度等の一定の条

件を満たしている場合は減免を受けることが出来ますの

で、詳しくは役場税務課（軽自動車係）までお問い合わ

せ下さい。但し、名義が身体障害者手帳、療育手帳をも

たれている方以外の名義になっている場合や普通自動車

で既に減免申請をされている方は該当しません。

　又、毎年度減免申請をされている方については更新手

続きの案内を送付致します。

　紀美野町役場税務課（軽自動車係）

　電話（073－489－5905）税務課直通

　申請に必要なもの

　・身体障害者手帳（療育手帳）

　・車検証

　・運転免許証

　・印鑑

　・通院証明書（家族が使用する場合）

　受付期間

　　平成20年3月1日から3月末日

 
　平成19年中（1月から12月まで）の所得について町民

税申告の受付を行います。給与支払報告書の提出のあっ

た方、又所得税の確定申告をされた方以外の人は町民税

の申告をしていただかなければなりません。特に国民健

康保険に加入されている方は、保険税算定に必要ですの

で必ず申告してください。申告受付期間は2月18日から

3月17日までです。

                                                     が
所得証明、資産証明、納税証明、非課税証明などの各種証明

を請求される時は、同意書か委任状を提出して下さい。

 
（対象：平成11年1月1日から平成18年12月31日までの

間に入居した方）

　税源移譲の実施に伴い、平成19年分以降の所得税

（国税）の額が減少したことにより、所得税の額から控

除できることとされていた住宅借入金等特別控除額が減

少する方については、お住まいの市区町村長へ毎年度申

告（平成20年は3月17日（月）提出期限）していただく

ことにより、その減少する控除額を翌年度分（平成20

年度分）の住民税から控除することになりますので、詳

しくは、税務課にお尋ねください。

（注）1　　平成19年及び平成20年に入居した方につい

ては、所得税（国税）の住宅借入金等特別控

除において、控除期間を15年とする特例が

設けられています。

　　　2　　各年度の初日の属する年の1月1日現在にお

ける住所の市区町村長をいいます。

　　　　　なお、所得税の確定申告書を提出する場合に

は、管轄の税務署長を経由して提出すること

ができます。

2008・2
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生
涯
学
習
情
報

2
月
23
日（
土
）午
後
1
時
30
分
〜

海
南
市
住
民
セ
ン
タ
ー

■
参
加
資
格

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
昨
年
度
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
大
会
の
1
位
〜
3
位

の
方

②
本
年
度
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
主
催
の
大
会

（
春
、
夏
、
秋
、
和
歌
山
放

送
杯
）の
優
勝
者

③
本
年
度
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
主
催
の
大
会

（
春
、
夏
、
秋
、
和
歌
山
放

送
杯
）
で
参
加
標
準
ス

コ
ア
（
2
ラ
ウ
ン
ド
、
男

性
1
3
2
以
内
、
女
性

1
5
0
以
内
）
を
記
録

し
た
方

※
①
〜
③
に
該
当
す
る
方

は
、
ふ
れ
あ
い
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
受
付

等
に
掲
示
し
ま
す
。

■
参
加
費

　

1
、
5
0
0
円
（
申
込
み
後
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
受
付
期
間
中

は
全
額
返
金
、
そ
れ
以
降
は
返

金
不
可
。
ま
た
、
参
加
資
格
①

も
し
く
は
②
に
該
当
す
る
方
は

無
料
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

は
1
、0
0
0
円
）

■
申
込
方
法

　

参
加
資
格
①
②
に
該
当
す
る
方

に
は
事
務
局
よ
り
招
待
状
を
送

り
ま
す
。
参
加
資
格
③
に
該
当

す
る
方
は
2
月
4
日
〜
2
月
22

日
ま
で
に
中
央
公
民
館
又
は
文

化
セ
ン
タ
ー
へ
参
加
費
を
添
え

て
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
（
態
度

決
定
は
当
日
午
前
6
時
）

2008・2

3
月
2
日
（
日
）　

午
前
8
時
30
分
受
付　

午
前
9
時
開
会
式

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

開
会
式
／
東
西
コ
ー
ス

4
コ
ー
ス
36
ホ
ー
ル
プ
レ
ー

前大会の様子

■
講
師　

米
澤

好

史

先

生

（
和
歌
山
大

学
教
育
学
部

教
授
・
臨
床

発
達
心
理
士
・
学
校
心
理
士
）

 

子
ど
も
の
頃
の
心
を
思
い
出
し

て
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
ヒ
ン

ト
と
な
る
よ
う
な
簡
単
な
体
験

ワ
ー
ク
や
心
理
テ
ス
ト
を
交
え

た
、楽
し
い
講
義
で
す
。

■
定
員　

1
5
0
人（
先
着
順
）

■
申
し
込
み　

住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
（

電

話

番

号

）
を

電

話

、

F
A
X
又
は
E
メ
ー
ル
で
（
財
）

県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
「
人
権

セ
ミ
ナ
ー
」
へ
（
℡
４
３
５
・
５

４
２
０
℻
４
３
５
・
５
４
２
１

Mailc
o
m

m
u
@

w
-jin

k
e
n
.jp

）

■
そ
の
他　
　

満
1
歳
か
ら
小
学

校
2
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の

一
時
保
育
を
行
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
2
月
9
日
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

山　
　

彦　
　
　

第
27
号

　

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

　
　
　

「
紀
美
野
町
チ
ー
ム
」

　

今
か
ら
思
え
ば
、
子
ど
も
の
頃
に

な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
走
り
回
っ
て
い
た

の
か
。
あ
の
頃
も
わ
か
ら
な
か
っ
た

だ
ろ
う
し
、
大
人
に
な
っ
た
今
も
わ

か
ら
な
い
。
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て

走
る
の
が
面
倒
に
な
っ
て
き
た
が
、

ふ
と
し
た
と
き
に
参
加
費
を
出
し

て
ま
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
し

た
く
な
っ
た
り
す
る
。
か
と
い
っ
て

走
っ
て
い
る
間
は
、
楽
し
い
わ
け
で

は
な
い
し
、
右
足
、
左
足
、
と
順
に
前

に
送
り
だ
す
ご
と
に
、
な
ぜ
、
な
ぜ
、

と
自
分
の
選
択
を
後
悔
し
て
い
る
。

走
っ
た
後
に
冷
た
い
飲
み
物
を
の

ど
に
す
べ
り
落
と
し
た
瞬
間
だ
け
、

あ
あ
走
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
思

う
が
、
走
ろ
う
と
思
っ
た
理
由
は
も

う
覚
え
て
い
な
い
。
今
で
は
風
を
切

る
よ
う
に
走
る
こ
と
は
な
く
、
時
間

だ
け
が
加
速
し
て
自
分
の
身
を
通

り
過
ぎ
て
行
く
だ
け
。

　

そ
ん
な
あ
な
た
に
2
月
17
日
、
第

7
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ

ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
に
出
場
す
る

紀
美
野
町
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
事

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
彼
ら
な
ら
走

る
こ
と
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の

か
、
な
い
の
か
、
知
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
彼
ら
を
応
援
す
る
こ

と
で
自
分
が
意
味
も
わ
か
ら
ず
走

り
回
っ
て
い
た
こ
ろ
の
幸
せ
な
思

い
出
に
ひ
た
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

山　
　

彦　
　
　

第
31
号
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■
中
央
公
民
館

6
日　

体
を
動
か
そ
う
！
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、な
わ
と
び
な
ど

13
日　

ペ
ン
ト
ミ
ノ
に
挑
戦

20
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

27
日　

か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
づ

く
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

6
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　

（
ほ
た
る
）

13
日　

体
を
動
か
そ
う
！
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
な
わ
と
び
な
ど

20
日　

ペ
ン
ト
ミ
ノ
に
挑
戦

27
日　

か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
づ

く
り　

■
小
川
地
区
公
民
館

15
日　

午
後
3
時　

絵
本
の
読
み

聞
か
せ
と
人
形
劇
（
ひ
ま
わ
り
の

た
ね
）

　

古
着
な
ど
で
な
つ
か
し
い
ぞ
う

り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
て
い
き

ま
せ
ん
か
？

　

3
月
16
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分

〜
（
2
時
間
程
度
）

中
央
公
民
館

■
対
象
者　

一
般
成
人

■
参
加
費　

無
料

■
募
集
人
数　

20
名　

■
申
込
み　

中
央
公
民
館
へ　

■
締
め
切
り　

2
月
29
日

※
用
意
す
る
も
の
は
、
参
加
者
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

2
月
6
日（
水
）

 

午
後
2
時
30
分
〜　

1
時
間

 

（「
ほ
た
る
」の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

 

2
月
20
日（
水
）

 

午
後
2
時
30
分
〜　

1
時
間

【
百　

冊
】

　

古
田
祐
也（
神
野
保
育
所
）

　

新
谷
美
月（
下
小
4
年
）

【
二
百
冊
】

　

阪
上
友
理（
野
中
2
年
）

【
四
百
冊
】

　

田
伏
菜
央（
野
小
2
年
）

　

米
田
紗
菜（
野
小
4
年
）

【
五
百
冊
】

　

福
嶋
理
紗（
野
小
3
年
）

中
央
公
民
館

■「
あ
じ
さ
い
日
記
」

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
淳
一
・
著

■「
き
み
は
地
球
だ
」

　
　

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ス
ズ
キ
・
著

■「
ソ
ラ
チ
ル
サ
ク
ハ
ナ
」

　
　
　
　
　
　
　

高
里
椎
奈
・
著

■「
そ
の
日
」　
　

杉
本
章
子
・
著

■「
い
の
ち
の
記
憶
」

　
　
　
　
　
　
　

岩
合
光
昭
・
著

■「『
体
を
温
め
る
』と
病
気
は

　
　
　

必
ず
治
る 

実
践
編
」

　
　
　
　
　
　
　

石
原
結
實
・
著

■「
四
季
の
し
き
た
り
作
法

　

日
本
人
の
品
格
を
上
げ
る
」

　
　
　
　
　
　
　

岩
下
宣
子
・
著

■「
ぞ
う
の
せ
な
か
」

　
　
　
　

あ
き
も
と
や
す
し
・
著

■「
つ
き
の
よ
る
の
も
の
が
た
り
」

　
　
　
　
　
　

か
さ
い
ま
り
・
著

■「
ペ
ネ
ロ
ペ
か
た
ち
を

　
　
　
　
　
　
　

お
ぼ
え
る
」

　
　
　

ア
ン
・
グ
ッ
ト
マ
ン
・
著

文
化
セ
ン
タ
ー

■「
晩
鐘　

泣
き
の
銀
次　

続
」

　
　
　
　
　
　

宇
江
佐
真
理
・
著

■「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ン
バ
ー
」

　
　
　
　
　
　

伊
坂
幸
太
郎
・
著

■「
仏
果
を
得
ず
」

　
　
　
　
　
　

三
浦
し
を
ん
・
著

■「
空
飛
ぶ
ナ
ー
ス
」

　
　
　
　
　
　
　

山
本
ル
ミ
・
著

■「
ぬ
れ
マ
ス
ク
先
生
の
免
疫
革
命
」

　
　
　
　
　
　
　

臼
田
篤
伸
・
著

■「
14
ひ
き
の
も
ち
つ
き
」

　
　
　
　

い
わ
む
ら
か
ず
お
・
作

■「
い
わ
し
ぐ
も
を
つ
か
ま
え
ろ
」

　
　
　
　
　
　
　

垣
内
磯
子
・
作

　
　
　
　
　
　
　

市
居
み
か
・
絵

■「
ふ
わ
ふ
わ
、ぽ
か
ぽ
か
」

　
　
　
　

ふ
く
だ
じ
ゅ
ん
こ
・
絵

■「
ず
っ
と
そ
ば
に
…
」

　
　
　

い
も
と
よ
う
こ
・
作　

絵

■「
真
夜
中
の
学
校
レ
ス
ト
ラ
ン
」

　
　
　
　

た
か
い
よ
し
か
ず
・
絵

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）・
文
化

セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）
で
、
月
曜

〜
金
曜
（
午
後
2
時
〜
5
時
）
の
放

課
後
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
！

2
月
23
日（
土
）

文
化
セ
ン
タ
ー

■
映
画
上
映（
ホ
ー
ル
）

　

午
後
1
時
〜
午
後
2
時

題
名「
手
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
」

　
　

「
盲
導
犬
ク
イ
ー
ル
の
一
生
」

■
な
わ
と
び
大
会（
駐
車
場
）　

　

午
後
2
時
〜
午
後
3
時

※
な
わ
と
び
の
あ
る
人
は
持
っ
て

来
て
ね
！

■
受
付　

当
日
。無
料
で
す
。

※
当
日
は
町
内
の
児
童
館
は
全
館

　

お
休
み
で
す
。

■
主
催（
問
合
せ
）

　
　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
　

（
電
話
４
８
９-

５
９
０
９
）

■
入
場
整
理
券（
無
料
）配
布
中

■
主
催　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会

2
月
9
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室

■
対　

象　

小
学
1
年
生
以
上

　

先
着
24
名

■
講　

師　

奥
山
美
有
紀
さ
ん

■
参
加
費　

2
0
0
円

■
持　

物　

上
ぐ
つ
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、タ
オ
ル
、す
い
と
う

■
申
込
み　

2
月
5
日
（
火
）
ま
で

に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
電
話
４

８
９-

５
９
０
９
）へ

2008・2

国
語
学
者
・
金
田
一
秀
穂
氏

2
月
23
日（
土
）午
後
1
時
〜

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　

来
る
2
月
17
日
（
日
）
県
庁
〜
マ

リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
間
（
25
km
10
区

間
）
で
開
催
さ
れ
る
第
7
回
和
歌

山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

競
走
大
会
に
向
け
て
、
紀
美
野
町

選
手
団
は
昨
年
8
月
以
来
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。
大
会
ま
で
残

り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
精

一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
当
町

チ
ー
ム
の
監
督
・
コ
ー
チ
・
選
手

は
次
の
通
り
で
す
。

【
監　

督
】

　
　
　

大
岩
勝
良

【
コ
ー
チ
】

　
　
　

北　

広
海
、橋
戸
常
年

　
　
　

丸
畑
明
彦
、米
田　

充

　
　
　

福
本　

優

【
選　

手
】

■
小
学
男
子

　
　
　

西
川
大
稀
、中
谷
風
太

　
　
　

中
野
尻
祥
、今
野
裕
貴

　
　
　

山
路
逸
斗
、池
原
悠
葵

　
　
　

杉
岡
直
貴

■
小
学
女
子

　
　
　

細
峪
由
麻
、廣
尾
智
沙

　
　
　

北
ゆ
う
佳
、丸
畑
七
海

　
　
　

高
橋
沙
希
、古
阪
育
美

■
中
学
男
子

　
　
　

宮
脇　

工
、岩
橋
真
宏

　
　
　

中
田
瑛
次
、梅
原
雅
之

　
　
　

田
伏
雅
也
、楠
岡
佳
一

■
中
学
女
子

　
　
　

古
阪
恵
理
子
、向　

沙
奈

　
　
　

宮
脇
杏
奈
、久
保
雅
美

　
　
　

上
中
梨
瑚

【
コ
ー
ス
】

■
1
区（
中
学
男
子
）3.3
km

　

県
庁
前（
ス
タ
ー
ト
）

　

〜
大
浦
街
道

■
2
区（
小
学
女
子
）1.5
km

　

〜
雑
賀
小
学
校
前

■
3
区（
中
学
女
子
）2.2
km

　

〜
わ
か
う
ら
園
前

■
4
区（
小
学
男
子
）1.9
km

　

〜
和
歌
浦
口
御
手
洗
池
前

■
5
区（
中
学
女
子
）2.7
km

　

〜
明
和
中
学
校
裏

■
6
区（
中
学
男
子
）3.6
km

　

〜
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
第
1
駐
車
場

■
7
区（
小
学
男
子
）2.0
km

　

〜
和
歌
山
館
〜
第
1
駐
車
場

■
8
区（
小
学
女
子
）1.6
km

　

〜
浜
の
宮

■
9
区（
中
学
男
子
）3.3
km

　

〜
明
和
中
裏
〜
阿
弥
陀
寺
付
近

■
10
区（
中
学
女
子
）2.9
km

　

〜
マ
リ
ー
ナ
シ
テ
ィ

　
　
　
　

ウ
ェ
ー
ブ
前（
ゴ
ー
ル
）

有
形
文
化
財

　
　

木
造
薬
師
如
来
立
像

時
代　

南
北
朝
時
代（
十
四
世
紀
）

構
造　

寄
木
造
、
玉
眼

所
在
地　

吉
野　

医
王
寺

　

寄
木
造
、
玉
眼
。
漆
箔
仕
上
げ

の
通
形
の
薬
師
如
来
で
す
。
肉
髻

珠
・
白
毫
水
晶
嵌
入
。
髪
際
の
線

が
凸
状
に
下
が
り
、
羅
髪
の
粒
も

粗
く
、
卵
形
の
面
貌
に
は
豊
か
な

肉
付
き
と
張
り
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
衣
文
の
幅
は
太
く
、
着
衣
の

縁
が
薄
く
か
つ
波
打
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
各
部
の
特
徴
は
、

平
安
後
期
の
彫
像
に
は
見
ら
れ

ず
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
中
国

（
宋
）
の
文
物
が
も
た
ら
さ
れ
る

に
従
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
宋
風
彫
刻
に
通
ず

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
像
の
場

合
、
基
本
的
に
は
宋
風
を
残
し
な

が
ら
、
形
式
化
に
伴
う
硬
さ
を
あ

ら
わ
す
と
こ
ろ
か
ら
、
宋
風
の
流

行
が
沈
静
化
す
る
南
北
朝
時
代

（
十
四
世
紀
頃
）
の
造
立
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

「
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

　
　
　
　
　

紀
美
野
町
チ
ー
ム
」

雪
を
楽
し
ん
だ

　

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ボ
体
験
ツ
ア
ー

　

1
月
11
日
（
金
）
〜
13
日
（
日
）
、
33

名
の
参
加
者
と
ス
タ
ッ
フ
7
名
の

計
40
名
で
長
野
県
の
栂
池
高
原
ス

キ
ー
場
へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
目
を
覚
ま
す
と
、
一
面
白

銀
の
雪
国
の
景
色
が
目
に
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
着
替

え
を
済
ま
せ
、
ゲ
レ
ン
デ
へ
。
今
年

は
雪
質
も
量
も
申
し
分
な
く
絶
好

の
ス
キ
ー
日
和
で
し
た
。
初
め
て

の
体
験
と
い
う
方
も
多
く
、
ス

キ
ー
の
板
と
滑
る
雪
と
格
闘
し
な

が
ら
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
丁

寧
な
指
導
で
、
時
間
が
た
つ
に
つ

れ
て
上
達
し
、
初
心
者
の
子
ど
も

た
ち
も
半
日
練
習
す
る
だ
け
で

ボ
ー
ゲ
ン
で
滑
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
1
日
半
の
短
い
ス
キ
ー

＆
ス
ノ
ボ
体
験
で
し
た
が
、
各
々

雪
国
を
お
お
い
に
楽
し
ん
で
帰
途

に
つ
き
ま
し
た
。

「
リ
ズ
ム
体
操
」

代
表　

潰
崎
光
子

　

リ
ズ
ム
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
で
、

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
？

　

思
い
起
こ
せ
ば
20
年
前
、
和

歌
山
市
か
ら
来
て
い
た
だ
い
た

福
島
先
生
の
指
導
で
ス
タ
ー
ト

し
、
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
の
体

育
館
も
所
狭
し
と
大
人
数
が
、

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
踊
り
大
変
賑

や
か
で
し
た
。
現
在
は
、
海
南

市
か
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
の
岩
本

先
生
に
来
て
い
た
だ
き
、
健
康

面
・
体
力
面
・
最
近
の
ニ
ュ
ー

ス
等
話
題
満
載
で
、
和
気
藹
々

と
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
の
ぞ
き
に
来
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
月
第
2
・
4
火
曜
日

　

午
後
8
時
〜
9
時
す
ぎ

　
　

（
先
生
は
、第
2
火
曜
日
の
予
定
）

■
場
所　

農
村
総
合
セ
ン
タ
ー

■
会
費　

随
時

■
連
絡
先　

4
9
5
・
2
2
8
7

潰
崎
ま
で

つ
う
ぎ
ょ
う

に
く
け
い

し
ゅ

び
ゃ
く
ご
う
す
い
し
ょ
う
か
ん
に
ゅ
う

ら
ほ
つ

め
ん
ぼ
う

え
も
ん

ち
ゃ
く
い

そ
う
ふ
う

2008・2
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「
天
文
台
の
仕
事
」

「
伝
統
の
鼓
笛
隊
」

紀
美
野
町
立
志
賀
野
小
学
校

　

歌

の

小

道

 

初
詣
ひ
と
杓
の
水
ふ
ふ
み
け
り�

今
野
昭
子

 

限
り
な
く
繋
ぐ
モ
チ
ー
フ
毛
糸
編
む�

鈴
木
惇
子

 

三
千
院
は
る
か
に
見
え
て
若
菜
摘
む�

口
井
ト
シ
子

 

点
眼
の
一
滴
二
滴
去
年
今
年�

松
山
亜
以
子

 

凍
蝶
の
日
差
し
を
待
ち
て
飛
び
立
ち
ぬ�

田
代
哲
郎

 

年
の
夜
や
仕
立
上
り
の
仕
付
解
き�

阪
口
早
苗

 

竹
林
の
音
も
連
れ
く
る
隙
間
風�

堀
口
義
子

 

枝
を
張
る
梛
の
神
木
初
詣�

手
拝
な
を
み

 

煤
逃
げ
と
い
へ
ど
曾
孫
を
二
人
連
れ�

城
山
ふ
み
枝

 

老
い
二
人
あ
れ
こ
れ
そ
れ
で
こ
と
足
り
る�

田
渕
竜
男

 

捗
ら
ぬ
小
玉
み
か
ん
を
採
り
を
れ
ば

　
　
　
　
　
　

我
が
影
も
小
さ
し
昼
は
ふ
か
し
も�

黒
西
葉
子

 

ド
ア
の
木
目
が
面
輪
や
さ
し
き
人
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　

浮
き
て
見
ゆ
る
よ
晴
れ
た
日
の
午
後�

河
野
昭
子

 

生
石
嶺
の
い
つ
も
の
石
に
腰
お
ろ
す

　
　
　
　
　
　

我
の
吹
く
風
初
野
分
け
か
も�

竹
本
セ
ツ
子

 

引
き
出
し
や
衣
装
箱
の
中
整
理
せ
し

　
　
　
　
　
　

捨
て
去
る
事
を
た
め
ら
い
乍
ら�

段
木
幸
代

 

一
年
を
よ
く
働
い
た
ね
歳
の
暮

　
　
　
　
　
　

節
く
れ
立
っ
た
吾
が
手
眺
む
る�

西
山
カ
ズ
エ

 

職
員
の
沖
縄
お
ど
り
の
掛
け
声
に

　
　
　
　
　
　

つ
ら
れ
て
お
ど
る
老
も
若
き
も�

椎
山
初
子

 

す
う
す
う
の
寝
息
の
リ
ズ
ム
に
誘
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　

吾
も
う
と
う
と
君
の
傍
ら�

梶
谷
知
子

 

元
旦
の
朝
の
庭
に
う
す
化
粧

　
　
　
　

　
　

爺
と
孫
と
の
初
雪
だ
る
ま
（
二
歳
の
孫
）�

滝
垣
内
嘉
代
子

　

12
月
1
日
よ
り
み
さ
と
天
文
台

で
勤
務
し
て
い
る
東
寿
郎
（
あ
ず

ま
と
し
ろ
う
）
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
未
来
塾
で
勤

務
し
て
い
ま
し
た
が
、
期
間
営
業

（
3
月
15
日
〜
10
月
15
日
）
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
期
間
外
は
、

み
さ
と
天
文
台
で
周
辺
整
備
（
草

刈
り
な
ど
）
や
清
掃
、
研
究
員
の

サ
ポ
ー
ト
等
も
し
て
い
ま
す
。
天

文
台
周
辺
は
広
大
で
草
刈
り
な
ど

は
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま

す
。
来
館
さ
れ
る
方
々
に
「
天
文

台
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
る
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
整
備
・
清
掃
に

は
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
員
の
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
に
も
勤
務
日
数
は

浅
く
、
覚
え
る
事
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
少
し
で
も
お
役
に
立

て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
み
さ
と
天
文
台
と
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
未
来
塾
と
連
携
し
、
遠
方

の
方
々
に
も
紀
美
野
の
綺
麗
な
夜

空
を
見
て
感
動
し
て
頂
け
る
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
出
来
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

紀
美
野
町
在
住
の
皆
様
も

時
々
、
夜
空
を
見
上
げ
て
い
た
だ

き
、
星
や
宇
宙
に
疑
問
や
興
味
を

持
た
れ
た
ら
気
軽
に
み
さ
と
天
文

台
へ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

志
賀
野
小
学
校
の
1
3
1
年
の

歴
史
を
紐
と
い
て
み
ま
す
と
、
昭

和
41
年
6
月
11
日
、
「
簡
保
団
よ

り
鼓
笛
楽
器
購
入
寄
贈
を
受
け
鼓

笛
隊
を
創
設
す
る
」
と
あ
り
ま
し

た
。
志
賀
野
小
学
校
鼓
笛
隊
は
、

40
有
余
年
の
歴
史
が
あ
り
、
脈
々

と
引
き
継
が
れ
て
き
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
、
全
児
童
数
は

11
人
と
な
り
鼓
笛
は
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
が
「
今
ま
で
ず
っ
と

や
っ
て
き
て
い
る
。
少
な
い
け
れ

ど
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
。
」
と

い
う
力
強
い
声
に
お
さ
れ
日
々
練

習
を
重
ね
、
運
動
会
や
文
化
祭
に

す
ば
ら
し
い
鼓
笛
演
奏
を
聴
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
な
い
人
数

で
の
演
奏
で
し
た
が
迫
力
満
点

と
、
地
域
の
方
々
や
他
校
の
方
々

に
褒
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
1

月
27
日
（
日
）
の
学
習
発
表
会
で

も
、
劇
や
歌
の
ほ
か
に
鼓
笛
の
演

奏
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
今
も
鼓
笛
の
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

じ
い

あ
し
た

つ
な

な
ぎ

お
い
し
ね

ひ

ま
ご

は
か
ど

す
す

2008・2
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火
は
見
て
る　

あ
な
た
が
離
れ
る　

そ
の
時
を

●火災発生件数‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0件
【事故別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 　 　 病

一 般 負 傷

交 通 事 故

そ の 他

合 　 計

39（ １ ）

６（ 　 ）

８（ 　 ）

10（ 　 ）

63（ １ ）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

39（ １ ）

６（ 　 ）

８（ 　 ）

10（ 　 ）

63（ １ ）

※（　　　）内については、ドクターヘリ要請

　

尊
い
命
を
救
う
為
に
は
、
バ
イ

ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば
に

居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急
手

当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し
も

の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
？　

尚
、
現
在
修

了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回
受
講

し
て
か
ら
今
年
中
に
2
年
を
迎
え

る
方
は
、
再
講
習
を
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

講
習
内
容

　

①
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

②
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

③
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

こ
と

講
習
時
間

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
の
3

時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料

　

無
料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

（
℡
０
７
３-

４
８
９-

６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
の
団

体
で
の
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
3
月
2
日

　

平
成
19
年
中
に
お
け
る
紀
美
野

町
消
防
署
管
内
の
火
災
・
救
急
・
救

助
の
出
場
件
数
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
中
の
火
災
件
数
は
8

件
で
、
前
年
に
比
べ
て
6
件
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物
火

災
2
件
、
林
野
火
災
2
件
、
そ
の

他
火
災
4
件
で
、
出
火
原
因
と
し

て
焚
き
火
に
よ
る
も
の
が
4
件
、

た
ば
こ
に
よ
る
も
の
が
2
件
、
放

火
の
疑
い
が
1
件
、
調
査
中
が
1

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表
（
1
）
は
、
平
成
19
年
中
の
火
災

件
数
で
す
。

火
災
出
動
件
数
の
状
況

　

事
故
等
に
よ
る
救
助
出
動
件
数

は
5
件
で
前
年
と
同
件
数
で
す
。

内
訳
は
、
交
通
事
故
2
件
、
水
難

事
故
1
件
、
そ
の
他
の
事
故
2
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
助
出
動
件
数
の
状
況

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

　

本
年
も
春
の
火
災
予
防
運
動
実

施
に
伴
い
、
下
記
の
通
り
サ
イ
レ

ン
の
吹
鳴
を
い
た
し
ま
す
の
で
火

災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

①
吹
鳴
日
時

　
　

平
成
20
年
3
月
1
日（
土
）

　
　

午
前
7
時
00
分

②
吹
鳴
方
法

　
　

一
声
（
1
分
間
）

3
月
7
日　

消
防
記
念
日

3
月
1
日
〜
3
月
7
日

　
　
　
　

春
の
火
災
予
防
運
動

　

警
戒
出
動
件
数
は
4
件
で
前
年

よ
り
4
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

又
、
そ
の
他
出
動
が
37
件
あ
り
、

そ
の
内
12
件
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要

請
に
伴
う
出
動
で
、
前
年
よ
り
5

件
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

警
戒
出
動
件
数
の
状
況

　

平
成
19
年
中
の
救
急
出
場
件
数

は
、
合
計
5
6
8
件
で
し
た
。
前

年
に
比
べ
て
29
件
増
加
し
て
い
ま

す
。
事
故
種
別
ご
と
の
出
場
件
数

で
み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
急
病

の
3
6
2
件
（
64
％
）
で
、
前
年

に
比
べ
24
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
一
般
負
傷
の
89
件
（
16

％
）
で
、
前
年
に
比
べ
14
件
増
加

し
、
次
に
そ
の
他
の
54
件
（
10

％
）
で
、
前
年
に
比
べ
4
件
減
少

し
て
い
ま
す
。
以
下
、
交
通
事

故
、
労
働
災
害
、
運
動
競
技
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

又
、
救
急
出
場
に
伴
い
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
た
救
急
事
案

は
30
件
、
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ

ム
等
を
利
用
し
て
の
「
病
院
紹

介
」
は
3
3
7
件
で
前
年
に
比
べ

5
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
時
に
は
、

離
着
陸
場
に
於
い
て
医
師
に
よ
る

専
門
的
治
療
が
施
さ
れ
る
為
、
離

陸
ま
で
時
間
を
要
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
又
、
砂
ほ
こ
り
や
騒
音

等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
が
、
尊
い
生
命
を
救
う
為
皆
様

方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

表
（
2
）
は
、
事
故
種
別
ご
と
の

出
場
件
数
で
す
。

救
急
出
場
件
数
の
状
況

2008・2

表（1）平成19年中火災件数

表（2）事故種別救急出場件数

建 物 火 災‥‥‥‥‥‥‥２件

林 野 火 災‥‥‥‥‥‥‥２件

その他火災‥‥‥‥‥‥‥４件

合　　　計‥‥‥‥‥‥‥８件
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町民カレンダー町民カレンダー町民カレンダー

　寒中お見舞申し上げます。
　先月13日（日）に消防訓練初め式と成人式が行われ、22名の新
入団員、144名の新成人の皆さんは、それぞれ心新たにしていま
した。
　この時期、寒い日が続きます。特に、受験生の皆さんは健康管
理に十分注意をして、試験に臨んでください。また、17日には和
歌山市で市町村対抗ジュニア駅伝競走大会が開かれ、各市町村
のたすきがつながれます。頑張れ!!　受験生、紀美野町チーム

人の動き

2月2月
７月

喫煙マナーを守って
ポイ捨てのない
　　きれいな街づくり ■電子証明書入り住基カードは、電子申告（e-Tax:国税電

子申告・納税システム）により所得税の確定申告などが
できます。

■写真付き住基カードは、本人確認が必要なあらゆる場面
で、公的身分証明書として使用することができます。

・住基カードには電子証明書が入っていませんので、住基
カード取得後電子証明書の申請が必要です。
・住基カードは、申請していただいた日から、交付まで約
2週間程度かかります。
・住基カードの申請は代理人の方でも申請できますが、交
付は原則申請者本人に限ります。
・電子証明書は代理人の方でも申請できます。詳しくは下
記までお問い合わせ下さい。
・電子証明書の申請時には、写真入りの本人確認できる書
類の提示が必要ですので、運転免許証等写真入りの本人
確認書類をお持ちでない方は、写真付き住基カードの取
得を勧めます。

問い合わせ：住 民課受付係　TEL073-489-5920
　　　　　　又は住民・福祉室　TEL073-495-3463

住民基本台帳カード（住基カード）の
取得はお早めに！

2008・2

　たばこ税は、紀
美野町の貴重な
財源です。たばこ
は、紀美野町内で
買いましょう。

◆【日本たばこ協会】からのお知らせ
　未成年者には、買わせない！
　「成人識別たばこ自動販売機」が和歌山
県では2008年6月から導入されます。
　「成人識別たばこ自動販売機」では、成
人のみに発行される、ICカード「taspo
（タスポ）」が必要になります。
　未成年者喫煙防止の取組みに、皆様の
ご理解とご協力をお願いします。
　「タスポ」の申し込み等詳しい手続きに
ついては、和歌山たばこ商業協同組合
（TEL073-424-7206）、JT和歌山営業所
（TEL073-475-2551）。



平
成
20
年　

紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式

農村総合センター下の河原で行われた放水訓練

式典風景

新成人を代表して謝辞を述べる小中啓士さん

分列行進

　

紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式
が
、

1
月
13
日
（
日
）
午
前
9
時
か
ら
、

紀
美
野
町
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
消
防
団
員
、
消
防
署
員
総

勢
6
1
3
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
寺
本
町
長
の
式
辞
、

七
良
浴
消
防
長
の
訓
示
の
後
、
団

員
表
彰
、
新
入
団
員
（
22
名
）
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
紀
美

野
町
吹
奏
楽
団
の
演
奏
に
よ
り
、

一
層
式
典
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
分
列
行
進
、

同
セ
ン
タ
ー
下
の
河
原
で

放
水
訓
練
が
行
わ
れ
、
一

糸
乱
れ
ぬ
行
動
の
団

員
か
ら
は
、
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
と

い
う
士
気
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

祝 

成 

人

平
成
20
年
紀
美
野
町
成
人
式

　

1
月
13
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
か
ら
、
中

央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
平
成
20
年
紀
美
野

町
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
昭
和

62
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
63
年
4
月
2
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
1
4
4
名（
男
性
76
名
、

女
性
68
名
）が
対
象
。

　

当
日
は
艶
や
か
な
晴
れ
着
や
新

し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ

1
1
9
名
が
出
席
。
会
場
内
は
久

し
ぶ
り
に
会
う
旧
友
た
ち
と
楽
し

く
語
り
あ
っ
た
り
、
写
真
を
撮
っ

た
り
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
国
歌
斉
唱
、
紀
美
野
町

民
歌
斉
唱
の
後
、
寺
本
町
長
の
挨

拶
、
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
、

小
中
啓
士
さ
ん
（
動
木
）
が
成
人
を

代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
、
式
は
終

了
し
ま
し
た
。

　

式
後
、
記
念
撮
影
が
あ
り
、　

成

人
の
一
歩　

を
カ
メ
ラ
に
納
め
ら

れ
ま
し
た
。

”

“
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